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エ
ッ
セ
イ

　「
寒
っ
〜
。
寒
っ
〜
」
と
朝
起
き
て
き
た
順
番
に
ス
ト
ー
ブ
の
前
を
陣

取
る
。

　
ま
ず
、
息
子
が
髪
剃
り
持
参
で
「
寒
っ
〜
」
と
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
座
る
。

間
も
な
く
小
六
の
孫
が
二
階
か
ら
ト
ン
ト
ン
と
降
り
て
く
る
足
音
が
す

る
。
と
思
っ
た
ら
ス
ト
ー
ブ
の
前
へ
「
寒
っ
〜
」
と
直
行
し
た
。
程
な
く

中
三
の
孫
が
起
き
て
き
た
。
又
し
て
も
「
寒
っ
〜
」
と
言
い
な
が
ら
ス
ト
ー

ブ
の
方
へ
急
い
だ
。

　
夜
中
も
微
少
で
ス
ト
ー
ブ
を
点
け
て
い
る
の
に
、
近
頃
の
冷
え
込
み
に

は
か
な
わ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
朝
一
の
私
が
火
力
調
節
は
大
に
し
て
あ
る
。

そ
れ
で
も
赤
々
と
燃
え
る
貴
方
の
傍
が
良
い
と
ば
か
り
に
、
引
き
寄
せ
ら

れ
て
い
く
。

　「
寒
っ
〜
」
の
口
調
や
仕
草
が
三
人
共
良
く
似
て
い
る
の
で
、
私
は
笑
っ

て
し
ま
う
事
が
あ
る
。

　「
ご
は
ん
だ
よ
！
」
の
声
に
皆
食
卓
に
つ
い
た
。
厳
寒
の
時
季
、
一
人

暮
ら
し
な
ら
き
っ
と
私
は
布
団
の
中
だ
ろ
う
な
ぁ
…
。
時
折
、
そ
ん
な
事

を
考
え
て
食
事
の
用
意
を
し
て
い
る
。
働
き
盛
り
の
息
子
や
成
長
盛
り
の

孫
の
朝
食
は
疎
か
に
出
来
な
い
。
寒
い
と
ス
ト
ー
ブ
に
へ
ば
り
つ
い
て
は

い
ら
れ
な
い
の
だ
。

　「
ご
ち
そ
う
さ
ま
！
」
次
々
と
食
事
を
終
え
た
。
各
々
に
身
支
度
が
始

ま
る
。
そ
の
後
は
決
ま
っ
て
ト
イ
レ
の
争
奪
戦
で
騒
が
し
い
。
要
領（
狡
い
）

の
良
い
小
六
の
孫
が
一
番
乗
り
の
事
が
多
い
ら
し
い
。

　「
行
っ
て
来
ま
〜
す
」
一
人
ま
た
ひ
と
り
と
、八
時
過
ぎ
に
は
「
寒
っ
〜
」

と
賑
わ
し
か
っ
た
ス
ト
ー
ブ
の
前
も
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。

　
朝
起
き
て
二
時
間
余
り
。
程
良
く
暖
ま
っ
た
居
間
で
、
ゆ
っ
く
り
と
私

の
一
日
が
始
ま
っ
た
。

忙せ
わ

し
い
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町
二
丁
目
　
　
郡
谷
　
幸
江

朱
色
も
え
香
り
ほ
の
か
に
君
子
蘭

　
　
　
　
　
　
悩
め
る
人
よ
愛
で
て
下
さ
い
　
　
　
　
　
　
森
住
　
陽
子

う
す
曇
り
心
く
た
び
れ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の

　
　
　
　
　
　
香か

に
つ
ま
先
が
向
く
ち
い
さ
な
店
先
　
　
　
尾
上
ひ
と
み

や
る
気
な
く
す
四
月
の
爆
弾
低
気
圧

　
　
　
　
　
　
な
か
な
か
冬
着
し
ま
え
ぬ
　
髪
切
れ
ぬ 

　  

矢
萩
　
悦
子

孫
ふ
た
り
祐ゆ
う
な奈

・
健け
ん
す
け祐

高
校
生

　
　
　
　
　
　
い
ま
こ
の
青は

る春
に
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

細
雪
意
外
な
ほ
ど
に
降
り
積
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
秋
と
も
女

日
脚
伸
ぶ
雀
百
態
厨
窓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
サ
ツ
キ

せ
り
出
し
て
い
よ
い
よ
曲
る
屋
根
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
多
寿
子
　

屋
根
雪
崩
電
話
の
言
葉
失
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
辺
み
さ
を

四
季
の
会

い
つ
も
よ
り
も
う
ひ
と
仕
事
日
永
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
川
辺
　
美
佳

見
な
れ
な
い
小
鳥
が
庭
に
日
の
永
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
　
君
子

朝
目
覚
め
得
し
た
気
分
日
永
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
中
よ
う
子

お
喋
り
が
好
き
で
す
日
永
の
喫
茶
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
朝
子

鹿
笛
吟
社
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善
意

　
　
　
　  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
町
へ

・
福
原
治
平　
　
　
　
　
　

  

＝
２
０
０
万
円

　

３
月
30
日
、
新
町
４
丁
目
に
お
住
ま
い
の

福
原
治
平
さ
ん
か
ら
「
青
少
年
育
成
の
た
め

に
」
と
２
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
町
で
は
ご
厚
志
に
感
謝
し
、趣
旨
に
沿
っ

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合
（
佐
藤
雅
仁
代

表
理
事
組
合
長
） 　
　
　

＝
5
４
２
６
円

■
物
品
等

▽
町
へ

・
鹿
追
町
商
工
会
女
性
部
（
鈴
木
朝
子
部
長
） 

　
　
　

＝
交
通
安
全
「
愛
の
鈴
」
２
８
０
個

・
帯
広
鹿
追
会
（
土
井
清
夫
会
長
）

　
　
　

 　

＝
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
２
対
４
本

▽
福
祉
団
体
等
へ

・
鹿
追
町
農
業
協
同
組
合
管
理
課

　

＝
古
切
手
１
７
１
６
７
枚

・
役
場
福
祉
課　
　
　

＝
古
切
手
８
７
０
枚

・
津
田
フ
サ
子　
　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
田
中
静
子　

 　
　
　

 

＝
古
切
手
２
３
０
枚

・
熟
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

＝
古
切
手
１
５
８
２
枚
、
リ
ン
グ
プ
ル

・
上
西
昭
子　
　
　
　
　

 

＝
車
イ
ス
１
台

今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、
４
月
10
日
に
行
わ
れ
た

鹿
追
幼
稚
園
入
園
式
の
様
子
で
す
。

　

在
園
児
や
関
係
者
が
見
守
る
中
、
真
新
し

い
園
児
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
園
児
た
ち
が

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
入
場
し
ま

し
た
。

　

先
生
が
名
前
を
読
み
上
げ
る
と
元
気
よ
く

返
事
を
し
、
歓
迎
の
歌
「
パ
ン
ダ 

う
さ
ぎ 

コ

ア
ラ
」
を
在
園
児
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。町民課  戸籍年金窓口係

戸籍の　　　口

3 月 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

石田　祐介さん　＝　大上奈緒美さん

婚

出 こんにちは
　　よろしく

村瀬　美
み

怜
れい

ちゃん　治裕　北鹿追北班

中村　　澪
みお

ちゃん　俊介　笹川東班　

鈴木　万
ま

結
ゆ

ちゃん　友浩　年輪区

沖　いろ葉
は

ちゃん　浩充　瓜幕平成区

生

死 ごめいふくを
　　お祈りします

吉田　文剛さん　44歳　旭区

宮下マサ子さん　87歳　上幌内行政区

上西　和男さん　78歳　笹川北班

亡

窓

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  ３月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,433戸  （＋   5）
　人　口　　5,626人  （− 26）
　　男　　　2,761人  （− 19）
　　女　　　2,865人  （−   7）

　皆さんがまちづくりに対して、日ごろ感じていること（提
言・要望など）をお寄せください。
●郵　  便　 定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙に

記入し、投函してください。
●Ｆ Ａ Ｘ　FAX番号 0156- 66-1020
●メ ー ル　 町ホームページ上から送信できます。
　　　　　  http//www.town.shikaoi.lg.jp/

企画財政課 広報広聴係

あなたの声をまちづくりに！
やまびこメールをお待ちしてます


